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県立高梁高校の実践

ＰｉｃｋＵｐ！

岡山県マスコット「ももっち」

高梁高校では、昨年度までメール配信シ
ステムを活用して、簡易な保護者への連絡
を行っていましたが、今年１月からの試行
を経て、今年度から保護者連絡システムを
本格導入し、保護者への文書のデジタル化
に取り組んでいます。

●システム使用料は学校全体で年間12万円

●保護者は、専用アプリによりスマートフ
ォンで利用可能(メールでの利用も可能)

●保護者の登録作業は、業者からのテンプ
レートを活用して、保護者が行うため、
基本的には学校の作業は不要

●欠席連絡機能があるため、欠席連絡の
デジタル化にも対応

●アンケート配信機能があり、進路説明会
などの簡易な出欠確認等が可能

●システム導入検討の際には、ＰＴＡにも
事前に相談

今回は、学校・保護者間の連絡手段のデジタル化で、業務の効率化を図っている学校
を紹介します。

保護者のスマートフォン上のアプリ画面

選択選択

・印刷業務、仕分け業務の大幅な削減
・用紙代、インク代等の節減
・生徒への配付の手間、時間の削減
・保護者の開封確認が可能
・配付対象の個別設定が可能
・朝の電話対応の時間の大幅な削減

学校のメリット

・専用アプリに学校からの連絡のみ整理
されていて見やすい

・過去の学校からの連絡内容もいつでも
確認が可能

・外出先などどこでも確認が可能
・プッシュ通知により、学校からの連絡
の見落としの心配がない

・生徒の渡し忘れや紛失の心配がない
・学校の留守番電話の時間帯を気にする
ことなく、欠席連絡が可能

保護者のメリット

学校のパソコン上の管理画面（欠席連絡）


